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	応用
	抗原情報
	背景
	ゴルジ体自己抗原。シスゴルジ体構造の維持に関与していると考えられる。分泌経路におけるタンパク質および脂質の糖鎖付加と輸送に関与するゴルジ体は、積み重ねられたシステルナ（扁平化した膜嚢）の連続体から構成される。ゴルジ体と微小管との相互作用は、有糸分裂中に断片化されたゴルジ体の再構築に重要であると考えられている。この遺伝子は、ゴルジ体に局在するタンパク質ファミリーであるゴルジンの1つをコードしている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。
	

	1:200 希釈の抗体を使用した免疫蛍光分析。
	

	GM130 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌の免疫組織化学分析。

